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建
設
産
業
で
は
他
産
業
よ
り
も
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
組
合
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
組
合
運
動
の
担
い
手
確

保
と
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
50
歳
未
満
の
組
合
員

を
対
象
に
、
業
務
利
用
や
取
り
組
み
へ
の
参
加
、

働
き
方
の
実
態
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
案
内
は
訪
問
、
Ｄ

Ｍ
に
よ
っ
て
行
な
い
、
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
お
願
い
し
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
8
月
〜
12
月

の
調
査
期
間
の
中
で
労
働
者
2
7
9
7
人
、
事
業

主
5
2
8
人
、
計
3
3
2
5
人
に
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
労
働
者
の
特
徴

主
な
丁
場
先
は
町
場
が
51
・
5

％
と
半
数
を
占
め
、
次
い
で
野
丁

場
、
新
丁
場
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
1
）
。
東
京
土
建
国
保
、
厚

生
年
金
に
加
入
（
適
用
除
外
）
し

て
い
る
労
働
者
は
、
全
体
の
64
％

と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
2
）
。

有
給
休
暇
5
日
間
以
上
の
取
得

状
況
は
、
労
働
者
全
体
で
32
・
1

％
に
と
ど
ま
り
（
表
3
）
、
月
の

休
日
も
4
週
5
休
・
4
週
4
休
の

回
答
が
約
5
割
、
平
均
労
働
時
間

も
9
時
間
以
上
と
す
る
回
答
が
4

割
近
く
あ
り
ま
し
た
。
休
み
が
少

な
く
、
長
時
間
労
働
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
設

業
の
現
状
を
踏
ま
え
何
を
改
善
す

べ
き
か
の
問
い
で
は
、
賃
金
の
引

き
上
げ
が
一
番
多
く
、
次
い
で
休

日
を
増
や
す
、
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
を
望
む
声
が
多
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
（
そ
の
他
の

特
徴
点
は
表
4
参
照
）

○
事
業
主
の
特
徴

事
業
主
と
し
て
の
経
験
年
数

は
、
10
年
未
満
と
回
答
し
た
事
業

主
が
67
％
、
内
5
年
未
満
と
回
答

し
た
事
業
主
が
38
・
4
％
と
経
験

の
若
い
事
業
主
が
多
く
、
従
業
員

の
人
数
で
も
5
人
未
満
の
事
業
所

が
75
・
8
％
、
退
職
金
制
度
で
の

回
答
で
は
、
建
退
共
に
加
入
し
て

い
る
と
回
答
し
た
の
は
22
・
3

％
、
中
退
共
に
加
入
8
・
3
％
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
（
表
7
参
照
）。

従
業
員
数
が
少
な
い
事
業
所
が
多

く
、
労
働
者
の
回
答
に
も
あ
る
よ

う
に
、
長
時
間
労
働
が
人
手
不
足

に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
が
急

が
れ
ま
す
。
（
そ
の
他
の
特
徴
は

表
5
参
照
）

○
組
合
の
利
用
状
況
、
活
動
等
へ

の
参
加
状
況

事
業
主
・
労
働
者
と
も
共
通
し

て
組
合
制
度
の
利
用
が
多
い
の

は
、
土
建
国
保
の
業
務
で
、
健
康

診
断
、
宿
泊
利
用
者
補
助
、
次
い

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ど
け
ん

共
済
会
の
制
度
利
用
が
少
な
く
、

50
歳
未
満
の
仲
間
に
む
け
て
、
ど

け
ん
共
済
会
の
周
知
・
制
度
学
習

の
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
表
6
参
照
）

参
加
し
た
組
合
の
取
り
組
み
で

は
、
支
部
の
レ
ク
や
交
流
会
が
事

業
主
・
労
働
者
と
も
回
答
が
多

く
、
次
い
で
多
い
回
答
が
土
建
ま

つ
り
・
住
宅
デ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
労
働
者
の
特
徴
は
表
8
、

事
業
主
は
表
9
を
参
照
）

○
組
合
に
対
す
る
事
業
主
の
意
見

・
要
望

最
も
多
か
っ
た

記
述
は
、
支
払
い

方
法
に
関
す
る
こ

と
で
、
集
金
日
に

都
合
が
つ
け
ら
れ

な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
振
り
込
み
を

希
望
す
る
声
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
人
と
の
接
触
や

密
集
し
た
状
況
を
避
け
た
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
罹
患
へ
の
不
安
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

○
労
働
者
か
ら
の
意
見

新
卒
で
働
き
始
め
た
20
代
前
半

の
仲
間
か
ら
は
、
「
他
の
業
界
と

比
較
す
る
と
ブ
ラ
ッ
ク
な
面
が
あ

る
が
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

が
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」
と

い
う
組
合
へ
の
期
待
や
、
感
謝
や

激
励
な
ど
の
言
葉
も
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
で
組
合
費
・
保

険
料
の
引
き
下
げ
や
支
払
い
方
法

な
ど
の
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
「
仕
事
で
困
っ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、

仕
事
量
や
人

手
不
足
、
求

人
に
つ
い
て

の
意
見
が
多

く
、
「
生
活

で
困
っ
て
い

る
」
に
つ
い

て
は
単
価
や

賃
金
関
係
な

ど
収
入
に
関

す
る
意
見
が

多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

○
最
多
回
答
数
の
丁
場
は
町
場

回
答
者
を
丁
場
別
に
見
て
み
る

と
労
働
者
・
事
業
主
と
も
に
、
町

場
か
ら
の
回
答
者
数
（
労
働
者
51

・
5
％
、
事
業
主
46
・
8
％
）
が

最
も
多
く
、
町
場
の
特
徴
が
見
え

て
き
ま
す
。

賃
金
形
態
は
月
固
定
給
（
月
給

制
）
が
5
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

書
面
に
よ
る
契
約
締
結
、
就
業
規

則
、
36
協
定
の
締
結
、
有
給
休
暇

5
日
間
の
取
得
な
ど
、
い
ず
れ
の

課
題
で
も
労
働
者
・
事
業
主
と
も

に
他
の
丁
場
に
比
べ
る
と
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
に
遅
れ
を
と
っ
て

い
ま
す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
登
録
で
は
、
町
場
の

労
働
者
は
4
・
8
％
、
事
業
主
は

30
・
4
％
と
他
の
丁
場
に
比
べ
て

も
低
い
取
得
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
2
つ
の
課
題
で
は
、
町

場
へ
の
対
策
を
早
急
に
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
利
用
し
た
こ
と
の
あ

る
組
合
業
務
、
参
加
し
た
こ
と
の

あ
る
組
合
の
取
り
組
み
の
回
答
で

は
、
町
場
の
仲
間
が
全
体
的
に
利

用
・
参
加
が
他
の
丁
場
に
比
べ
高

い
数
値
が
出
て
い
ま
す
。
住
宅
デ

ー
や
地
域
ま
つ
り
、
レ
ク
イ
ベ
ン

ト
な
ど
町
場
の
仲
間
の
参
加
に
よ

り
活
動
が
支
え
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
保
適
用
除
外
制

度
を
利
用
す
る
事
業

主
の
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
組
合
の
取
り

組
み
は
、
「
支
部
の

レ
ク
や
交
流
会
」
29

・
4
％
、
「
土
建
ま

つ
り
」
22
％
、
「
住

宅
デ
ー
」
20
・
6
％

と
比
較
的
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
（
表

10
参
照
）

労
働
者
の
場
合

は
、
「
住
宅
デ
ー
」
、

「
レ
ク
イ
ベ
ン
ト
」
で
1
割
弱
に

と
ど
ま
り
参
加
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
訪
問

対
話
や
正
確
な
実
務
対
応
で
信
頼

関
係
を
深
め
た
努
力
が
実
を
結

び
、
事
業
主
の
結
集
は
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
従
業
員
組
合

員
の
活
動
参
加
や
組
織
化
は
、
ま

だ
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
す
。

3
3
0
0
を
超
え
る
回
答
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
到
達
で

あ
り
、
青
年
・
後
継
者
対
策
活
動

の
現
在
地
で
す
。
運
動
を
担
う
仲

間
の
高
齢
化
と
固
定
化
を
解
消
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

若
い
世
代
の
仲
間
を
集
め
、
組

合
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
活
動
参
加
に
つ
な
が
る
流
れ

を
つ
く
り
出
し
、
若
い
世
代
の
群

・
分
会
の
定
着
化
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

有
給
５
日
取
得
は
労
働
者
の
３２
％

一
位
は
健
診
、次
い
で
宿
泊
補
助

「
改
善
の
取
り
組
み
、嬉
し
く
思
う
」

従業員組合員の結集がカギ


